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相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

Ⅰ期 2023 年 9 ⽉ 10 ⽇（⽇）〜 11 ⽉ 12 ⽇（⽇）

Ⅱ期 2023 年 11 ⽉ 19 ⽇（⽇）〜 2024 年 1 ⽉ 28 ⽇（⽇）



概
要

⼗
⼋
世
紀
の
京
で
は
︑
多
く
の
絵
師
が
各
々
の
画
技
を

ふ
る
い
ま
し
た
︒
な
か
で
も
︑
伊
藤
若
冲
と
円
⼭
応
挙

は
現
在
も
愛
好
者
の
多
い
︑
⼈
気
の
絵
師
で
す
︒
本
展

覧
会
で
は
︑
相
国
寺
と
伊
藤
若
冲
の
関
係
を
軸
に
︑
相

国
寺
と
相
国
寺
塔
頭
所
蔵
の
作
品
を
公
開
い
た
し
ま
す
︒

 

ま
た
︑Ⅰ
期
は
円
⼭
応
挙
の
傑
作
︑
重
要
⽂
化
財
︽
七

難
七
福
図
巻
︾
全
三
巻
と
画
稿
︑
下
絵
を
︑Ⅱ
期
は
伊
藤

若
冲
の
傑
作
︑重
要
⽂
化
財
の︽
⿅
苑
寺
⼤
書
院
障
壁
画
︾

五
⼗
⾯
を
⼀
挙
公
開
い
た
し
ま
す
︒

第
⼀
章 

相
国
寺
と
若
冲

第
⼀
章 

相
国
寺
と
若
冲

第
⼀
章 

相
国
寺
と
若
冲

構
成

釈
迦
三
尊
像 

三
幅
の
う
ち 

釈
迦
如
来
像 

伊
藤
若
冲
筆 

相
国
寺
蔵

釈
迦
三
尊
像
と
動
植
綵
絵
︵
コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
︶
と
観
⾳
懺
法



第
⼆
章 

若
冲
の
画
技

第
⼆
章 

若
冲
の
画
技

第
⼆
章 

若
冲
の
画
技

主
要
展
⽰
作
品

Ⅱ
期 

重
要
⽂
化
財 

 
 
 

⿅
苑
寺
⼤
書
院
障
壁
画
五
⼗
⾯ 

⼀
挙
公
開

主
要
展
⽰
作
品

Ⅱ
期 

重
要
⽂
化
財 

 
 
 

⿅
苑
寺
⼤
書
院
障
壁
画
五
⼗
⾯ 

⼀
挙
公
開

重要⽂化財 伊藤若冲筆 松鶴図襖絵 ⿅苑寺⼤書院障壁画五⼗⾯のうち⼋⾯ ⿅苑寺蔵

第
三
章 

応
挙
の
画
技

第
三
章 

応
挙
の
画
技

第
三
章 

応
挙
の
画
技

主
要
展
⽰
作
品

Ⅰ
期 

重
要
⽂
化
財 

 
 
 

七
難
七
福
図
巻 

⼀
挙
公
開

主
要
展
⽰
作
品

Ⅰ
期 

重
要
⽂
化
財 

 
 
 

七
難
七
福
図
巻 

⼀
挙
公
開

重要⽂化財 円⼭応挙筆 福寿巻（部分） 七難七福図巻のうち 江⼾時代 相国寺蔵



み
ど
こ
ろ

み
ど
こ
ろ

み
ど
こ
ろ

        

円
⼭
応
挙
の
才
能
を
は
や
く
か
ら
⾒
抜
い
て
庇
護
し
て
い
た
の
は
︑
滋
賀
の
円
満
院
の
祐
常

 
 
 

法
親
王
︵
⼀
七
⼆
三
Ộ
七
三
︶
で
し
た
︒
現
在
相
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
重
要
⽂
化
財
︑

 
 
 

七
難
七
福
図
は
︑
祐
常
の
指
⽰
の
も
と
︑
制
作
さ
れ
た
傑
作
で
す
︒

 
 
 

﹃
仁
王
経
﹄
と
い
う
経
典
に
説
か
れ
た
災
い
と
福
を
描
き
出
し
た
も
の
で
す
︒
三
年
の
歳
⽉

 
 
 

を
か
け
て
︑
三
⼗
六
歳
の
応
挙
が
完
成
さ
せ
ま
し
た
︒

 
 
 

今
回
は
︑
依
頼
者
の
祐
常
に
よ
ỵ
て
描
か
れ
た
下
絵
︑
そ
れ
を
受
け
た
応
挙
の
画
稿
︑
そ
し

 
 
 

て
完
成
し
た
⼤
作
絵
巻
を
第
Ⅰ
期
に
展
⽰
い
た
し
ま
す
︒

 
 
 

ぜ
ひ
︑
実
際
の
作
品
か
ら
そ
の
制
作
意
図
を
た
ど
ỵ
て
く
だ
さ
い
︒

︵
上
︶
七
難
七
福
図
巻 

天
災
巻
︵
地
震
部
分
︶
 

円
⼭
応
挙
筆 

相
国
寺
蔵

︵
中
︶
七
難
七
福
図
巻 

天
災
巻 

下
絵
︵
地
震
部
分
︶
 

祐
常
筆 

江
⼾
時
代 

相
国
寺
蔵

︵
下
︶
七
難
七
福
図
巻 

天
災
巻 

画
稿
︵
地
震
部
分
︶
 

円
⼭
応
挙
筆 

江
⼾
時
代 

相
国
寺
蔵

Ⅰ
期 

応
挙
の
代
表
作
︑
重
要
⽂
化
財
の
︽
七
難
七
福
図
巻
︾
が
で
き
る
ま
で



み
ど
こ
ろ

み
ど
こ
ろ

み
ど
こ
ろ

 
 
 

若
冲
は
若
⼲
四
⼗
四
歳
に
し
て
︑
⿅
苑
寺
の
⼤
書
院
の
障
壁
画
全
五
⼗
⾯
の

 
 
 
 

制
作
を
⼀
⼿
に
担
い
ま
し
た
︒
⼀
の
間
か
ら
四
の
間
︑
そ
し
て
狭
屋
の
間
に

 
 
 
 

⾄
る
ま
で
の
障
壁
画
を
若
冲
が
制
作
し
ま
し
た
︒
制
作
年
は
宝
暦
九
年
︵
⼀

 
 
 
 

七
五
九
︶︑
若
冲
の
も
う
⼀
つ
の
⼤
作
︑
動
植
綵
絵
の
制
作
も
⾏
ỵ
て
い
た

 
 
 
 

時
期
で
す
︒

 
 
 
 

寺
院
空
間
を
彩
る
作
品
群
を
展
⽰
室
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
︒

重要⽂化財 伊藤若冲筆 ⽵図襖絵 ⿅苑寺⼤書院障壁画五⼗⾯のうち四⾯ ⿅苑寺蔵

Ⅱ
期 

若
冲
の
⽔
墨
の
⼤
作
︑
重
要
⽂
化
財
︽
⿅
苑
寺
⼤
書
院
障
壁
画
︾
全
五
⼗
⾯



開
催
情
報

開
催
情
報

開
催
情
報

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス

会
期　

Ⅰ
期　
　

二
〇
二
三
年
九
月
十
日
（
日
）～

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　

Ⅱ
期　
　

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
四
年
一
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　

休
館
日　
　

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
三
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
八
日
（
土
）

年
末
年
始
休
館　
　

二
〇
二
三
年
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
二
四
年
一
月
五
日
（
金
）

開
館
時
間　
　

十
時
～
十
七
時
（
入
館
は
十
六
時
半
ま
で
）

拝
観
料　
　

一
般
八
〇
〇
円

　
　
　
　
　

六
十
五
歳
以
上
・
大
学
生
六
〇
〇
円

　
　
　
　
　

中
高
生
三
〇
〇
円
、
小
学
生
二
〇
〇
円

        
※

一
般
の
方
に
限
り
、
二
十
名
様
以
上
は

       

団
体
割
引
で
各
七
〇
〇
円

主
催　
　

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館　

京
都
新
聞

協
賛　
　

一
般
財
団
法
人

萬
年
会

　
　
　
　

鹿
苑
寺　

慈
照
寺

▼
J
R
京
都
駅
よ
り

　

京
都
市
営
地
下
鉄
今
出
川
駅
下
車

　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
8
分

▼
阪
急
電
車
烏
丸
駅
よ
り

　

京
都
市
営
地
下
鉄
今
出
川
駅
下
車

　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
8
分

▼
京
阪
電
車
出
町
柳
駅
3
番
出
口
よ
り

　

徒
歩
2
0
分
、
ま
た
は
市
バ
ス

▼
市
バ
ス
5
9
・
2
0
1
・
2
0
3
号
系
統

　

同
志
社
前
下
車

徒
歩
6
分

▼
市
バ
ス
1
0
2
号
系
統
（
洛
バ
ス
）

　

烏
丸
今
出
川
下
車　

徒
歩
8
分

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

Ⅰ
期　

二
〇
二
三
年
十
月
七
日
（
土
）、
十
一
月
四
日
（
土
）

　
　
　

十
四
時
～
十
四
時
半　

Ⅱ
期　

二
〇
二
三
年
十
二
月
二
日
（
土
）、

　
　
　

二
〇
二
四
年
一
月
六
日
（
土
）

　
　
　

十
四
時
～
十
四
時
半　

当
館
学
芸
員　

本
多
潤
子

場
所　

展
示
室

※

各
イ
ベ
ン
ト
に
は
当
日
の
拝
観
券
が
必
要
で
す
。

記
念
講
演
会

Ⅰ
期　

講
師　

大
阪
国
際
大
学　

村
田
隆
志
先
生

　
　
　

二
〇
二
三
年
十
月
十
四
日
（
土
）
十
四
時
～
十
五
時
半　

Ⅱ
期　

講
師　

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館　

上
嶋
悟
史
先
生

　
　
　

二
〇
二
四
年
一
月
十
三
日
（
土
）
十
四
時
～
十
五
時
半

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

S
H

O
K

O
K

U
JI JO

T
E

N
K

A
K

U
 M

U
S
E

U
M

〒
六
〇
二-

〇
八
九
八

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

T
E
L: 

〇
七
五-

二
四
一-

〇
四
二
三

《

報
道
関
係
者
様
お
問
い
合
わ
せ
先

》

相
国
寺
承
天
閣
美
術
館PR

事
務
局
（
T
M
オ
フ
ィ
ス
内
）

担
当: 

馬
場
・
西
坂
・
永
井

M
O
B
I
L
E: 

〇
九
〇-

六
〇
六
五-

〇
〇
六
三
（
馬
場
）

　
　
　
　

      

〇
九
〇-

五
六
六
七-

三
〇
四
一
（
永
井
）

T
E
L: 

〇
五
〇-

一
八
〇
七-

二
九
一
九

F
A
X: 

〇
六-

六
二
三
一-

四
四
四
〇　

E-mail: shokokuji@tm-office.co.jp

〒
五
四
一-

〇
〇
四
六

大
阪
市
中
央
区
平
野
町
四-

七-

七

平
野
町
イ
シ
カ
ワ
ビ
ル

※

各
回
定
員
先
着
八
十
名
様

場
所　

当
館
二
階　

講
堂
（
開
場
十
三
時
半
）


